
防
災
関
連
単
元
一
覧
表
〔
高
等
学
校
・
教
科
別
〕

〈
災
害
や
防
災
を
直
接
的
に
扱
っ
て
い
る
単
元
に
は
★
を
付
し
、
指
導
例
を
掲
載
し
た
単
元
は
丸
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
記
載
し
た
。
〉

【
国
語
】

Ⅰ
【
学
ぶ
】
Ⅱ
【
考
え
・
動
く
】
Ⅲ
【
実
現
・
貢
献
】

科
目

教
科
書
名

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
国
語
総
合

【
東
京
書
籍
】

国
語
総
合
（
現
代
文
編
）

羅
生
門
(
26
～
4
2)

京
都
の
世
情
は
「
方
丈
記
」
を
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
P
4
2
参
照
）

Ⅲ
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
を
抱
え
た
「
石
器
人
」
(
25
2
～

2
55
)

東
海
村
ウ
ラ
ン
燃
料
加
工
施
設
の
臨
界
事
故
か
ら
、
原
子
力
や
安
全
管
理
等
に
つ
い

て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

国
語
総
合
（
古
典
編
）

絵
仏
師
良
秀
(
12
～
13
)

火
災
を
題
材
に
し
た
物
語

Ⅲ
竹
取
物
語
富
士
の
山
(4
0
～
4
1
)

富
士
山
の
描
写
か
ら
、
当
時
の
火
山
活
動
の
様
子
を
知
る
。

Ⅰ
【
第
一
学
習
社
】

高
等
学
校
改
訂
版

標
準
国
語
総
合

羅
生
門
(
26
～
4
0)

【
東
京
書
籍
】
「
羅
生
門
」
参
照

Ⅲ
科
学
は
正
し
い
か
(1
72
～
1
78
)

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
な
ぜ
森
が
な
い
の
か
(
17
9
～

1
87
)

土
木
建
築
技
術
等
の
発
達
に
伴
う
一
方
で
の
災
害
に
対
す
る
脆
弱
性
に
つ
い
て
考

え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

資
料
に
基
づ
い
て
説
明
す
る
(1
9
6～

1
9
7
)

学
校
外
の
第
三
次
避
難
場
所
や
地
域
の
避
難
所
を
、
地
図
を
用
い
て
説
明
す
る
。

Ⅱ
絵
仏
師
良
秀
(
23
6
～
2
3
7)

火
災
を
題
材
に
し
た
物
語

Ⅲ
国
語
表
現

【
大
修
館
書
店
】

国
語
表
現

メ
デ
ィ
ア
と
情
報
(9
0
～
96
)

災
害
の
記
事
を
読
み
比
べ
る
こ
と
で
、
そ
の
編
集
意
図
を
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

聞
く
力
(
11
5
～
1
16
)

被
災
者
と
の
話
し
方
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅲ
詩
歌
を
楽
し
む
(
13
2)

防
災
川
柳
、
復
興
川
柳
を
作
ろ
う
。

Ⅲ
魅
力
的
な
ポ
ス
タ
ー
を
作
ろ
う
(1
3
6～

1
38
)

防
災
ポ
ス
タ
ー
、
復
興
ポ
ス
タ
ー
を
作
ろ
う
。
〔
参
考
：
「
復
興
の
狼
煙
ポ
ス
タ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
h
tt
p
:/
/f
u
k
ko
u
-n
o
ro
sh
i.j
p
/p
ro
je
ct
/
〕

Ⅲ

【
教
育
出
版
】

国
語
表
現

早
く
正
確
に
書
き
写
す
(
7)

絵
を
言
葉
に
す
る
(1
1)

気
象
情
報
を
聞
い
た
と
お
り
に
書
き
取
る
（
聴
写
）
。

避
難
場
所
ま
た
は
避
難
所
へ
の
道
案
内
を
言
葉
で
す
る
。

Ⅱ

文
字
に
よ
る
表
現
(3
1)

災
害
発
生
時
に
活
用
で
き
る
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
（
絵
文
字
）
を
考
え
る
。

Ⅱ
励
ま
す
言
葉
受
け
入
れ
る
言
葉
(3
6
～
3
7
)

被
災
者
へ
の
声
掛
け
や
話
の
聴
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅲ
川
柳
を
作
る
(
40
～
41
)

防
災
川
柳
、
復
興
川
柳
を
作
ろ
う
。

Ⅲ
新
聞
記
事
を
読
み
比
べ
る
(
12
4
～
1
2
5)

災
害
の
記
事
を
読
み
比
べ
る
こ
と
で
、
そ
の
編
集
意
図
を
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

★
地
域
社
会
を
知
る
地
域
と
つ
な
が
る
表
現
活

動
(1
3
8～

1
41
)

地
域
と
連
携
し
た
防
災
・
減
災
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
参
考
と
す
る
。

Ⅱ
Ⅲ

聴
く
と
い
う
行
為
(1
64
～
1
65
)

被
災
者
へ
の
声
掛
け
や
話
の
聴
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅲ
現
代
文
Ａ

【
大
修
館
書
店
】

現
代
文
Ａ

和
の
思
想
、
間
の
文
化
(
56
～
6
3
)

「
日
本
の
家
は
本
来
、
…
。
」
か
ら
、
建
築
強
度
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅰ
夢
を
建
て
る
人々

(8
4
～
90
)

建
築
物
の
強
度
や
、
耐
震
・
免
震
・
制
震
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅰ
【
第
一
学
習
社
】

高
等
学
校
新
編
現
代
文
Ａ

卒
業
(1
7
4～

1
88
)

延
焼
の
危
険
性
や
名
古
屋
市
の
「
学
校
隣
接
公
園
」
に
も
触
れ
ら
れ
る
。

Ⅰ
経
験
の
教
え
に
つ
い
て
(
23
2
～
2
41
)

過
去
の
災
害
の
経
験
や
教
訓
を
生
か
す
こ
と
の
重
要
性
に
触
れ
る
。

Ⅰ
Ⅲ

支
え
合
う
こ
と
の
意
味
(
24
2
～
2
51
)

地
域
で
の
防
災
・
減
災
活
動
や
、
避
難
所
運
営
等
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅲ
現
代
文
Ｂ

【
東
京
書
籍
】

精
選
現
代
文
Ｂ

情
報
社
会
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
(9
1
～
10
0
)

「
映
像
は
現
実
を
隠
す
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
防
災
時
の
情
報
に
つ
い
て
考
え
る
。
Ⅰ

環
境
問
題
と
科
学
(1
78
～
1
87
)

埋
立
て
地
へ
の
居
住
や
高
層
ビ
ル
建
築
が
進
ん
で
い
る
現
状
を
考
え
る
。

Ⅰ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
ゆ
く
え
(
32
8
～
3
3
7)

「
思
い
が
け
な
い
災
難
」
、「
不
意
の
災
禍
」
の
一
例
と
し
て
、
自
然
災
害
を
挙
げ
る
。
Ⅰ

Ⅲ
【
東
京
書
籍
】

新
編
現
代
文
Ｂ

安
心
に
つ
い
て
(
12
4～

1
34
)

「
安
心
」
を
自
然
災
害
か
ら
の
脅
威
と
い
う
点
か
ら
も
触
れ
る
。

Ⅰ
「
環
境
史
」
か
ら
考
え
る
(
27
0
～
2
7
8)

「
暴
風
を
制
御
」
か
ら
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅰ
古
典
Ａ

【
東
京
書
籍
】

古
典
Ａ

源
氏
物
語
な
に
が
し
の
院
(3
5
～
3
9)

「
火
危
ふ
し
」
は
、
今
の
「
火
の
用
心
」
に
当
た
る
言
葉

Ⅰ
太
平
記
俊
基
朝
臣
海
道
下
り
(
12
6
～
13
0)

「
富
士
の
高
嶺
を
見
給
へ
ば
、
雪
の
中
よ
り
立
つ
煙
」
か
ら
、
当
時
の
富
士
山
が
穏

や
か
な
噴
煙
活
動
に
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
す
る
。

Ⅰ

【
第
一
学
習
社
】

高
等
学
校

標
準
古
典
Ａ
物
語
選

方
丈
記
ゆ
く
川
の
流
れ
(4
6
～
4
7)

戦
や
政
治
不
安
に
加
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
世
の
中
が
襲
わ
れ
た
こ
と
を
背
景

に
、
世
の
無
常
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

Ⅰ

方
丈
記
安
元
の
大
火
(4
7～

4
9)

建
物
の
密
集
に
よ
る
延
焼
の
危
険
性
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅰ
【
第
一
学
習
社
】

高
等
学
校
古
典
Ａ

大
鏡
佐
里
の
大
弐
(3
4
～
3
5
)

荒
天
を
題
材
に
し
た
物
語

Ⅰ
源
氏
物
語
野
分
の
日
の
垣
間
見
(8
6
～
8
8
)

野
分
（
台
風
）
が
あ
っ
た
日
の
物
語

Ⅰ
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大
鏡
源
氏
物
語
諸
家
の

文
章

住
吉
物
語
継
母
の
た
ば
か
り
(
12
4
～
12
7)

「
世
と
と
も
に
煙
絶
え
せ
ぬ
富
士
の
嶺
の
…
」
、「
富
士
の
嶺
の
煙
と
聞
け
ば
頼
ま
れ

ず
…
」
富
士
山
の
噴
煙
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
歌
の
や
り
取
り
。

Ⅰ

古
典
Ｂ

【
東
京
書
籍
】

精
選
古
典
Ｂ
古
文
編

芭
蕉
発
句
抄
(
20
6)

「
芭
蕉
野
分
し
て
・
・
・
」
野
分
＝
台
風

Ⅲ
方
丈
記
安
元
の
大
火
(3
6～

3
7)

安
元
の
大
火
に
つ
い
て
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

Ⅰ
【
第
一
学
習
社
】

高
等
学
校
古
典
Ｂ
古
文
編

方
丈
記
ゆ
く
川
の
流
れ
(2
2～

2
3)
、

安
元
の
大
火
(2
4
～
2
5)

Ⅰ

【
地
歴
】

科
目

教
科
書
名

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
日
本
史
Ａ

【
第
一
学
習
社
】

高
等
学
校
改
訂
版

日
本
史
Ａ

人
・
く
ら
し
・
未
来

歴
史
玉
手
箱
「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭
難
」

(
72
)

地
元
住
民
の
救
助
活
動
と
そ
の
後
の
両
国
の
友
好
を
知
る
。
（
関
連
Ｐ
19
1 
エ
ピ

ソ
ー
ド
「
日
本
人
を
助
け
た
ト
ル
コ
航
空
機
」
）

Ⅲ

★
関
東
大
震
災
(
11
3
)

関
東
大
震
災
の
被
害
と
混
乱
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

Ⅰ
Ⅲ

金
融
恐
慌
(
12
2
)

関
東
大
震
災
の
震
災
恐
慌
に
よ
る
様々
な
影
響
を
知
る
。

Ⅰ
フ
ラ
ガ
ー
ル
物
語
(1
73
)

「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」
の
被
災
者
を
励
ま
す
活
動
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅲ
★
安
全
の
再
構
築
(
19
3)

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
見
え
た
課
題
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
、
耐
震
技
術
の
飛
躍

的
向
上
な
ど
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅰ
Ⅲ

大
震
災
と
文
化
財
(2
03
)

被
災
文
化
財
の
救
出
作
業
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅲ
【
東
京
書
籍
】

日
本
史
Ａ

現
代
か
ら
の
歴
史

★
関
東
大
震
災
、
流
言
と
朝
鮮
人
虐
殺
(1
10
～

1
11
)

関
東
大
震
災
に
よ
る
被
害
と
混
乱
、
さ
ら
に
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
Ⅰ

Ⅲ

★
自
然
災
害
と
市
民
の
役
割
(
19
6
)

近
年
の
自
然
災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
N
P
O
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

Ⅰ
Ⅲ

日
本
史
Ｂ

【
山
川
出
版
社
】

詳
説
日
本
史
改
訂
版

浄
土
の
信
仰
(
73
～
74
)

災
害
や
治
安
の
乱
れ
に
よ
る
不
安
と
人々
の
信
仰
心
と
の
関
係
を
知
る
。

Ⅰ
蒙
古
襲
来
(
10
7
～
1
0
9
)

蒙
古
襲
来
の
失
敗
と
暴
風
雨
と
の
関
連
を
考
え
る
。

Ⅰ
平
和
と
秩
序
の
確
立
(1
9
8)

明
暦
の
大
火
に
よ
る
大
き
な
被
害
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅰ
享
保
の
改
革
(
21
8
～
2
2
0)

当
時
の
江
戸
の
防
火
対
策
を
知
る
。

Ⅰ
★
関
東
大
震
災
の
混
乱
(3
3
1)

関
東
大
震
災
に
よ
り
発
生
し
た
様々

な
問
題
を
知
る
。

Ⅰ
戦
後
恐
慌
か
ら
金
融
恐
慌
へ
(3
3
9)

関
東
大
震
災
の
震
災
恐
慌
に
よ
る
様々
な
影
響
を
知
る
。

Ⅰ
★
現
代
の
諸
課
題
(
41
3～

P
4
1
5)

阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
【
山
川
出
版
社
】

高
校
日
本
史

新
し
い
土
地
政
策
(4
5
～
46
)

自
然
災
害
が
社
会
の
動
揺
を
招
い
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

Ⅰ
浄
土
信
仰
(
63
～
65
)

災
害
や
治
安
の
乱
れ
に
よ
る
不
安
と
人々
の
信
仰
心
と
の
関
係
を
知
る
。

Ⅰ
蒙
古
襲
来
(
88
～
90
)

蒙
古
襲
来
の
失
敗
と
暴
風
雨
と
の
関
連
を
考
え
る
。

Ⅰ
土
一
揆
を
考
え
る
(1
28
～
1
29
)

洪
水
等
の
自
然
災
害
が
、
一
揆
の
要
因
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

Ⅰ
町
と
町
人
(
14
9
～
1
5
0
)

町
人
地
で
の
防
火
・
防
災
な
ど
都
市
機
能
維
持
の
た
め
の
役
割
を
知
る
。

Ⅰ
元
禄
時
代
(
16
3
～
1
6
4
)

明
暦
の
大
火
、
富
士
山
の
大
噴
火
に
よ
る
大
き
な
被
害
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅰ
不
況
と
震
災
(
26
6
～
2
6
7)

関
東
大
震
災
に
よ
る
被
害
や
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

Ⅰ
金
融
恐
慌
(
27
4
～
2
7
5
)

関
東
大
震
災
の
震
災
恐
慌
に
よ
る
様々
な
影
響
を
知
る
。

Ⅰ
★
日
本
社
会
の
混
迷
と
諸
課
題
(3
29
～
3
3
0
)

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
原
子
力
発
電
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
地
理
Ａ

【
帝
国
書
院
】

高
等
学
校
新
地
理
Ａ

世
界
の
大
地
形
と
人々
の
生
活
(3
0
～
31
)

地
震
や
火
山
の
噴
火
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

Ⅰ
★
２
章
日
本
の
自
然
環
境
と
防
災
(
17
8
～
1
9
7)

防
災
全
般
に
つ
い
て
広
く
理
解
す
る
。

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

【
第
一
学
習
社
】

高
等
学
校
新
版
地
理
Ａ

新
版
世
界
に
目
を
向
け
、

地
域
を
学
ぶ

世
界
的
視
野
か
ら
見
た
地
形
～
さ
ま
ざ
ま
な
地

形
と
生
活
(
26
～
29
)

地
震
や
火
山
活
動
、
三
角
州
の
埋
立
て
な
ど
に
よ
る
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ

★
世
界
的
視
野
か
ら
見
た
気
候
(3
6～

37
)

台
風
や
大
雨
、
高
潮
な
ど
の
災
害
を
、
気
候
因
子
、
気
候
要
素
か
ら
考
え
る
。

Ⅰ
★
原
子
力
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
(1
52
～
1
5
3
)

原
子
力
発
電
の
課
題
や
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
地
図
表
現
に
つ
い
て
考
え
よ
う
～
地
形
図
を
活

用
し
よ
う
(
16
8
～
1
7
1)

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
避
難
場
所
を
検
討
す
る
際
に
必
要
と
な
る
地
図
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅱ

★
２
章
自
然
環
境
と
防
災

３
章
生
活
圏
の
地
理
的
な
諸
課
題
と
地
域
調

査
(
17
6～

2
05
)

防
災
全
般
に
つ
い
て
広
く
理
解
し
、
調
査
・
分
析
・
報
告
の
方
法
に
つ
い
て
知
る
。
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
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地
理
Ｂ

【
帝
国
書
院
】

詳
細
地
理
Ｂ

★
火
山
と
地
震
の
活
動
(3
2
～
33
)

火
山
に
よ
る
恩
恵
と
災
害
、
地
震
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅰ
小
地
形
の
形
成
と
河
川
地
形
(3
6
～
39
)

小
地
形
の
形
成
と
災
害
と
の
関
係
を
知
る
。

Ⅰ
季
節
風
、
熱
帯
低
気
圧
(
53
)

季
節
風
が
も
た
ら
す
災
害
や
台
風
を
知
る
。

Ⅰ
★
日
本
の
自
然
の
特
徴
と
人々
の
生
活
(7
6～

8
1
)
日
本
の
自
然
の
特
徴
と
災
害
の
と
の
関
係
を
知
り
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
学
ぶ
。
Ⅰ

★
日
本
の
抱
え
る
課
題
の
追
究
(3
26
～
3
2
9
)

「
地
震
災
害
に
強
い
国
土
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
課
題
研
究
を
行
う
。

Ⅰ
Ⅲ

【
二
宮
書
店
】

新
編
詳
細
地
理
Ｂ
改
訂
版

★
災
害
時
に
活
躍
す
る
地
図
(
7)

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
知
る
。

Ⅰ
Ⅱ

電
子
地
図
の
活
用
(2
3)

国
土
地
理
院
の
地
図
を
防
災
に
役
立
て
る
。

Ⅱ
起
伏
を
つ
く
る
褶
曲
と
断
層
の
動
き
(3
5)

内
陸
型
地
震
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅰ
★
大
地
の
急
激
な
変
動
－
地
震
と
火
山
－

(
38
～
39
)

地
震
と
火
山
に
つ
い
て
詳
し
く
学
ぶ
。

Ⅰ

★
日
本
の
地
形
と
自
然
災
害
(
48
～
4
9
)

日
本
の
地
形
か
ら
自
然
災
害
を
学
ぶ
。

Ⅰ
★
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
読
む
(
55
)

津
波
避
難
マ
ッ
プ
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
方
を
学
ぶ
。

Ⅱ
★
気
候
変
動
と
異
常
気
象
(6
2
～
6
3
)

異
常
気
象
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅰ
★
日
本
の
気
候
と
自
然
災
害
(
80
～
8
1
)

自
然
の
特
徴
と
災
害
と
の
関
係
を
知
り
、
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
★
日
本
の
自
然
の
恵
み
と
脅
威
が
共
存
す
る
環
境

(
36
)

自
然
の
驚
異
と
恩
恵
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅰ

課
題
か
ら
見
た
日
本
の
特
色
、
地
域
の
将
来
像

を
描
く
(
31
0
～
3
11
)

自
分
な
り
の
「
地
域
社
会
づ
く
り
」
を
提
言
と
し
て
ま
と
め
る
。

Ⅱ
Ⅲ

地
図

【
帝
国
書
院
】

新
詳
高
等
地
図

③
火
山
(
12
1
)

火
山
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅰ
★
④
日
本
の
地
体
構
造
と
防
災
(1
40
)

お
も
な
災
害
に
つ
い
て
地
図
か
ら
考
え
る
。

Ⅰ
③
デ
ジ
タ
ル
地
図
(1
44
)

デ
ジ
タ
ル
地
図
の
防
災
へ
の
活
用
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅰ
【
帝
国
書
院
】

標
準
高
等
地
図

地
図
で
読
む
現
代
社
会

九
州
地
方
～
北
海
道
地
方
(
75
～
10
0
))

各
地
方
地
図
の
欄
外
に
あ
る
記
載
内
容
を
防
災
学
習
に
生
か
す
。

Ⅰ
★
②
世
界
の
地
震
と
火
山
④
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト

ニ
ク
ス
(
10
1
～
1
02
)

②
と
④
を
比
較
し
、
海
溝
型
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ぶ
。

Ⅰ

山
地
の
地
形
(
10
3)

火
山
や
内
陸
型
地
震
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅰ
★
原
子
力
発
電
の
現
状
(1
1
3)

原
子
力
発
電
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

【
公
民
】

科
目

教
科
書
名

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
現
代
社
会

【
東
京
書
籍
】

現
代
社
会

原
子
力
発
電
の
動
向
と
課
題
(1
6
)

原
子
力
発
電
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

★
災
害
と
文
明
(
55
)

自
然
と
文
明
と
の
関
係
を
根
本
的
に
問
い
直
す
。

Ⅲ
【
実
教
出
版
】

最
新
現
代
社
会
新
訂
版

★
地
球
温
暖
化
(
7、

1
0～

1
1)

地
球
温
暖
化
に
よ
る
洪
水
被
害
等
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
★
原
子
力
発
電
と
そ
の
課
題
(
20
～
2
1
、
2
2
～
2
3
)
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

★
市
民
運
動
の
広
が
り
(1
0
9)

防
災
に
関
わ
る

N
P
O
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅲ
税
制
改
革
の
動
向
(1
32
)

災
害
と
税
と
の
関
係
を
知
る
。

Ⅰ
倫
理

【
清
水
書
院
】

高
等
学
校
新
倫
理
新
訂
版

現
代
に
お
け
る
理
性
の
問
題
(1
3
2)

生
命
と
科
学
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

日
本
の
風
土
(
14
3)

日
本
の
自
然
が
も
た
ら
す
恩
恵
と
災
害
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
末
法
思
想
と
浄
土
信
仰
(
15
5
)

天
災
や
戦
乱
に
よ
る
不
安
と
信
仰
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

★
地
域
社
会
の
変
容
(2
07
)

防
災
・
減
災
活
動
に
お
け
る
「
共
助
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅲ
【
実
教
出
版
】

高
校
倫
理

日
本
の
風
土
と
自
然
観
(
75
)

日
本
の
自
然
が
も
た
ら
す
恩
恵
と
災
害
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
神
と
祭
祀
(
77
)

古
代
の
人々
の
、
災
害
と
神
と
の
関
係
の
考
え
方
を
知
る
。

Ⅰ
Ⅲ

★
地
域
社
会
の
課
題
(1
95
)

防
災
・
減
災
活
動
に
お
け
る
「
共
助
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅲ
政
治
経
済

【
東
京
書
籍
】

政
治
・
経
済

地
方
自
治
の
運
営
(6
4)

原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
住
民
投
票
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅰ
★
地
球
環
境
と
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

(
95
～
10
0)

原
子
力
発
電
か
ら
放
射
性
廃
棄
物
等
の
問
題
や
日
本
の
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を

考
え
る
。

Ⅰ

世
界
金
融
危
機
後
の
日
本
経
済
(1
5
1)

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
日
本
経
済
の
立
て
直
し
を
考
え
る
。

Ⅰ
原
子
力
発
電
の
動
向
(2
0
6)

原
子
力
発
電
の
課
題
を
世
界
的
な
視
野
で
考
え
る
。

Ⅰ
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日
本
に
で
き
る
こ
と
(2
1
3)

被
災
時
の
海
外
か
ら
の
支
援
か
ら
、
他
国
と
の
相
互
信
頼
を
考
え
る
。

Ⅲ
【
実
教
出
版
】

最
新
政
治
・
経
済

住
民
自
治
と
住
民
の
権
利
(
41
)

原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
住
民
投
票
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅰ
平
和
主
義
と
自
衛
隊
(6
2
)

自
然
災
害
の
際
の
自
衛
隊
活
動
を
知
る
。

Ⅰ
Ⅲ

★
現
代
社
会
の
諸
課
題
(1
3
8～

1
57
)

様々
な
課
題
を
東
日
本
大
震
災
か
ら
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

【
数
学
】

科
目

教
科
書
名

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
数
学
Ⅱ

【
数
研
出
版
】

新
編
数
学
Ⅱ

高
等
学
校
数
学
Ⅱ

常
用
対
数
(1
5
9
～
1
6
1
)

常
用
対
数
(1
6
7
～
1
6
9
)

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
常
用
対
数
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
〔
指
導
例
㉕
〕

Ⅰ

数
学
A

【
数
研
出
版
】

改
訂
版
新
編
数
学
A
 

改
訂
版
高
等
学
校
数
学
Ａ

方
べ
き
の
定
理
(
82
～
83
)

方
べ
き
の
定
理
(8
5
～
87
) 

方
べ
き
の
定
理
を
用
い
て
、
震
源
を
求
め
る
方
法
を
知
る
。

Ⅰ

数
学
活
用

【
実
教
出
版
】

数
学
活
用

最
短
距
離
の
道
順
(1
4
～
15
)

避
難
場
所
ま
で
の
最
短
経
路
が
何
通
り
あ
る
か
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅱ

紋
章
の
美
し
さ
(
18
～
19
)

防
災
に
関
係
す
る
紋
章
を
考
え
て
描
い
て
み
る
。

Ⅱ
Ⅲ

★
地
図
を
読
も
う
(
54
～
55
)

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
読
み
取
り
、
災
害
時
の
対
応
を
考
え
る
。

Ⅱ
建
物
の
高
さ
を
求
め
よ
う
(
58
～
61
)

避
難
場
所
と
な
る
高
台
や
防
潮
堤
の
高
さ
を
勾
配
か
ら
求
め
る
。

Ⅰ
Ⅱ

【
理
科
】

科
目

教
科
書
名

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
科
学
と
人

間
生
活

【
東
京
書
籍
】

改
訂
科
学
と
人
間
生
活

ロ
ボ
ッ
ト
が
ひ
ら
く
未
来
(
11
)

災
害
時
の
活
躍
が
期
待
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
。

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

★
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活
か
し
て
(1
2)

災
害
対
策
に
か
か
わ
る
科
学
技
術
開
発
に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
。

Ⅰ
Ⅱ

電
波
と
私
た
ち
の
く
ら
し
(
12
5
)

電
波
が
防
災
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

Ⅰ
太
陽
放
射
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
(
16
1
)

災
害
時
に
は
、
太
陽
光
で
湯
を
沸
か
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
知
る
。

Ⅱ
★
身
近
な
自
然
景
観
と
自
然
災
害
(1
6
7～

1
92
)

自
然
景
観
の
成
り
立
ち
と
様々
な
自
然
災
害
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅰ
Ⅲ

★
身
の
ま
わ
り
の
災
害
と
防
災
(2
03
～
2
0
5
)

災
害
と
防
災
に
つ
い
て
の
課
題
研
究
を
行
う
。

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

【
啓
林
館
】

科
学
と
人
間
生
活

光
と
波
(
11
0
)

縦
波
、
横
波
か
ら
地
震
波
（
P
波
、
S
波
）
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅰ
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
湯
を
沸
か
そ

う
(1
6
3)

災
害
時
の
ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ
カ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅱ

★
自
然
景
観
と
自
然
災
害
(1
72
～
1
92
)

自
然
景
観
の
成
り
立
ち
と
様々
な
自
然
災
害
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅰ
Ⅲ

★
自
然
災
害
と
防
災
(2
04
)

災
害
と
防
災
に
つ
い
て
の
課
題
研
究
を
行
う
。

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

物
理
基
礎

【
数
研
出
版
】

改
訂
版
物
理
基
礎

縦
波
と
横
波
(
14
8
～
1
5
1)

P
波
と

S
波
、
縦
波
と
横
波
、
さ
ら
に
地
球
内
部
の
構
造
に
も
触
れ
る
。

Ⅰ
共
振
・
共
鳴
(
17
7
～
1
7
8)

地
震
と
共
振
に
つ
い
て
学
ぶ
長
周
期
地
震
動
に
も
触
れ
る
と
よ
い
。

Ⅰ
Ⅱ

原
子
力
発
電
(
22
2)

原
子
力
発
電
事
故
と
安
全
対
策
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅰ
【
東
京
書
籍
】

改
訂
新
編
物
理
基
礎

振
動
の
し
か
た
の
違
い
(1
1
2
)

Ｐ
波
と
Ｓ
波
、
縦
波
と
横
波
、
緊
急
地
震
速
報
に
つ
い
て
も
学
ぶ
。
〔
指
導
例
㉖
〕

Ⅰ
弦
楽
器
の
音
の
出
し
方
(
12
6
)

共
振
を
学
び
、
地
震
時
の
建
物
の
振
動
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅰ
Ⅱ

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
(1
5
6～

1
57
)

原
子
力
発
電
に
つ
い
て
学
び
、
そ
れ
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
原
子
力
の
利
用
(
16
0～

1
61
)

原
子
力
発
電
及
び
事
故
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅰ
ロ
ボ
ッ
ト
が
拓
く
未
来
(
終
章
⑤
)

災
害
時
の
活
躍
が
期
待
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
。

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

★
地
震
か
ら
都
市
や
建
物
を
守
る
建
築
技
術

(
終
章
⑥
)

共
振
と
建
築
技
術
（
耐
震
、
免
震
、
制
震
）
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅰ
Ⅱ

物
理

【
数
研
出
版
】

物
理

復
習
縦
波
と
横
波
(1
49
)

横
波
と
縦
波
か
ら
、
P
波
と
S
波
さ
ら
に
地
球
内
部
の
構
造
に
も
触
れ
る
。

Ⅰ
放
射
線
と
そ
の
性
質
(3
7
1～

3
83
)

放
射
線
や
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。

Ⅰ
【
数
研
出
版
】

総
合
物
理
２

★
横
波
と
縦
波
(
18
～
21
)

横
波
と
縦
波
か
ら
、
P
波
と
S
波
さ
ら
に
地
球
内
部
の
構
造
に
も
触
れ
る
。

Ⅰ
共
振
・
共
鳴
(
49
～
50
)

共
振
・
固
有
振
動
数
か
ら
、
長
周
期
地
震
動
な
ど
に
も
触
れ
る
。

Ⅰ
放
射
線
と
そ
の
性
質
(2
7
9～

2
91
)

放
射
線
や
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。

Ⅰ
地
学
基
礎

【
第
一
学
習
社
】

改
訂
高
等
学
校
地
学
基
礎

★
火
山
活
動
と
地
震
(6
2
～
87
)

火
山
と
地
震
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅰ
★
河
川
の
働
き
(
89
)

河
川
の
災
害
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅰ
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地
殻
の
変
動
(
94
～
95
)

断
層
の
種
類
と
地
震
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅰ
岩
石
の
循
環
(
97
)

火
山
活
動
と
岩
石
と
の
関
係
を
知
る
。

Ⅰ
十
種
雲
形
(
13
6
～
1
3
7
)

雲
の
種
類
と
急
な
大
雨
等
と
の
関
係
を
知
る
。

Ⅰ
Ⅱ

★
低
気
圧
(1
49
)

台
風
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅰ
★
極
端
な
異
常
気
象
の
増
加
(
16
3
)

極
端
な
異
常
気
象
に
よ
る
被
害
を
知
る
。

Ⅰ
★
日
本
へ
の
影
響
(
16
7)

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
、
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
と
自
然
災
害
と
の
関
係
を
知
る
。

Ⅰ
★
日
本
の
自
然
環
境
(1
7
0
～
1
8
3
)

自
然
の
恩
恵
と
災
害
・
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
。〔
指
導
例
㉗
〕

Ⅰ
Ⅱ

液
状
化
の
発
生
実
験
(1
8
6～

1
87
)

地
盤
の
モ
デ
ル
を
つ
く
り
、
液
状
化
現
象
を
確
か
め
る
。

Ⅰ
Ⅱ

【
東
京
書
籍
】

改
訂
地
学
基
礎

★
地
震
波
と
地
球
内
部
の
構
造
(1
00
～
1
0
1
)

地
震
波
の
伝
わ
り
方
か
ら
、
地
球
内
部
の
構
造
が
分
か
る
こ
と
を
知
る
。

Ⅰ
★
地
震
(1
0
2～

1
09
)

地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ぶ
。

Ⅰ
火
山
(1
1
0～

1
15
)

火
山
活
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ぶ
。

Ⅰ
★
地
震
の
震
源
を
求
め
る
１
つ
の
方
法

(
12
4～

1
25
)

震
源
地
の
一
つ
の
求
め
方
を
学
ぶ
。

Ⅰ

★
日
本
の
自
然
の
恵
み
と
防
災
(1
46
～
1
6
5
)

自
然
景
観
の
成
り
立
ち
や
様々
な
自
然
災
害
・
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅰ
Ⅲ

火
山
と
地
球
環
境
(1
71
)

噴
火
に
よ
る
地
球
規
模
の
寒
冷
化
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅰ
★
み
ん
な
で
防
災
，
み
ん
な
で
減
災
(⑥

)
気
象
情
報
サ
イ
ト
等
の
活
用
に
よ
る
減
災
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅱ

地
学

【
数
研
出
版
】

地
学

★
地
球
の
内
部
構
造
(3
0
～
33
、
42
～
44
)

地
震
波
の
伝
播
か
ら
、
地
球
の
内
部
構
造
を
調
べ
る
方
法
を
知
る
。

Ⅰ
★
地
震
と
火
山
(
60
～
82
)

地
震
、
火
山
に
つ
い
て
詳
し
く
学
ぶ
。

Ⅰ
★
震
源
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
(9
7
～
98
)

震
源
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
、
断
層
が
ど
う
動
い
た
か
推
定
す
る
。

Ⅰ
★
日
本
付
近
の
四
季
の
気
象
(
13
2
～
1
39
)

日
本
の
気
象
と
台
風
等
の
気
象
災
害
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅰ
★
海
面
の
運
動
(
15
7
～
1
6
1)

津
波
、
高
潮
と
い
っ
た
海
の
自
然
災
害
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅰ
★
大
気
と
海
洋
の
相
互
作
用
(
16
2
～
1
67
)

地
球
温
暖
化
と
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
と
の
関
係
を
考
え
る
。

Ⅰ
★
D
①
地
滑
り
，
崩
壊
～

E
①
火
山
性
堆
積
作
用

(
19
2～

1
94
)

大
雨
等
に
よ
る
地
す
べ
り
や
過
去
の
大
規
模
火
山
噴
火
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅰ

【
保
健
体
育
】

科
目

教
科
書
名

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
保
健

【
大
修
館
】

現
代
高
等
保
健
体
育

改
訂
版

心
身
の
相
関
と
ス
ト
レ
ス
(
4
0
～
4
1
)

災
害
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
る
P
T
S
D
に
つ
い
て
学
ぶ
。
〔
指
導
例
㉘
〕

Ⅰ
Ⅲ

★
防
災
・
防
犯
を
め
ざ
し
た
社
会
づ
く
り

(
54
～
55
)

防
災
力
を
高
め
る
た
め
の
様々
な
取
組
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

応
急
手
当
の
意
義
と
そ
の
基
本
～
日
常
的
な
応

急
手
当
(5
6
～
6
1
)

様々
な
け
が
や
病
気
に
対
す
る
応
急
手
当
に
つ
い
て
学
ぶ
。〔
指
導
例
㉙
〕

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

さ
ま
ざ
ま
な
保
健
活
動
や
対
策
(8
6
～
87
)

日
本
赤
十
字
社
等
の
あ
ら
ゆ
る
機
関
が
災
害
救
護
活
動
等
の
取
組
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
知
る
。

Ⅰ
Ⅲ

食
品
衛
生
活
動
の
し
く
み
と
働
き

(
10
0～

1
01
)」

避
難
所
生
活
で
の
食
の
安
全
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
を
考
え
る
。

Ⅰ

【
大
修
館
】

最
新
高
等
保
健
体
育

改
訂
版

心
身
の
相
関
と
ス
ト
レ
ス
(
44
～
45
)

災
害
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
る

P
T
S
D
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅰ
★
安
全
な
生
活
を
送
る
た
め
に
私
た
ち
が
す
べ
き

こ
と
、
・
・
・
(P
55
)

地
域
の
防
災
活
動
や
設
備
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅰ

応
急
手
当
の
意
義
と
そ
の
基
本
～
心
肺
蘇
生
法

の
原
理
と
お
こ
な
い
方
(
56
～
6
1
)

様々
な
け
が
や
病
気
に
対
す
る
応
急
手
当
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅰ
Ⅱ

さ
ま
ざ
ま
な
保
健
活
動
や
対
策
(8
6
)

日
本
赤
十
字
社
等
の
あ
ら
ゆ
る
機
関
が
災
害
救
護
活
動
等
の
取
組
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
知
る
。
〔
指
導
例
㉚
〕

Ⅰ
Ⅲ

食
品
の
安
全
を
守
る
活
動
(
98
～
99
)

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
受
け
、
食
品
衛
生
法
に
食
品
中
の
放
射
性
物
質

に
関
す
る
基
準
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
。

Ⅰ
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【
芸
術
】

教
科
書
名

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
音
楽
Ⅰ

【
教
育
芸
術
社
】

高
校
生
の
音
楽
１

口
絵
(4
～
5
)

大
船
渡
市
三
陸
町
越
喜
来
浦
浜
の
獅
子
躍
に
つ
い
て
。

→
（
関
連
：
日
本
の
民
謡
と
民
俗
芸
能
（
P
8
0
）

Ⅰ
Ⅲ

音
楽
Ⅱ

【
教
育
出
版
】

音
楽
Ⅱ

T
u
tt
i

あ
な
た
は
ど
こ
に
(5
2
～
53
)

福
島
の
詩
人
和
合
亮
一
が
東
日
本
大
震
災
被
災
後
に
作
詞
し
た
。

Ⅲ

美
術
Ⅰ

【
光
村
図
書
】

美
術
１

ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
(
40
)

防
災
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
み
よ
う
。

Ⅲ
情
報
伝
達
の
デ
ザ
イ
ン
(
42
)

災
害
時
に
役
立
つ
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
考
え
よ
う
。

Ⅱ
素
材
を
生
か
す
デ
ザ
イ
ン
(
50
)

災
害
時
に
役
立
つ
道
具
を
、
素
材
を
生
か
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
て
み
よ
う
。

Ⅱ
【
日
本
文
教
出
版
】

高
校
生
の
美
術
１

ポ
ス
タ
ー
で
伝
え
る
(7
0
～
7
3
)

防
災
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
み
よ
う
。

Ⅲ
サ
イ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
(7
4
)

災
害
時
に
役
立
つ
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
考
え
よ
う
。

Ⅱ
暮
ら
し
の
中
の
「
使
う
」
デ
ザ
イ
ン
(8
4～

8
5
)
段
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
、
避
難
所
活
動
で
使
え
る
も
の
を
作
っ
て
み
よ
う
。

Ⅱ
美
術
Ⅲ

【
日
本
文
教
出
版
】

高
校
美
術
３

建
築
家
(
22
～
2
3)

建
築
材
料
と
構
造
を
工
夫
し
、
災
害
に
強
い
建
築
物
を
考
え
る
。

Ⅰ

工
芸
Ⅰ

【
日
本
文
教
出
版
】

工
芸
Ⅰ

構
造
と
造
形
(
24
～
25
)

材
料
の
性
質
を
生
か
し
つ
つ
、
生
活
に
役
立
つ
造
形
を
考
え
る
。

Ⅱ

【
外
国
語
】

科
目

教
科
書
名

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱

コ
ミ
ュ

英
基
礎

【
三
友
社
】
Jo
yf
u
l

T
he
 P
ow

e
r 
of
 B
o
n
d
s(
49
～
5
2
)

被
災
し
て
校
舎
が
使
え
な
く
な
っ
た
と
き
、
ど
ん
な
行
動
が
で
き
る
か
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

【
チ
ア
ー
ズ
】
A
tl
a
n
tis

W
h
at
 c
a
n 
I 
do
 t
o 
he
lp
?(
5
4～

6
0
)

被
災
地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

コ
ミ
ュ

英
Ⅰ

【
数
研
出
版
】

B
ig
 D
ip
p
e
r

U
n
iv
er
s
a
l 
D
e
s
ig
n
(5
4
～
6
3
)

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
災
害
に
つ
い
て
考
え
る
。〔
指
導
例
㉛
〕

Ⅰ
Ⅱ

【
三
省
堂
】
V
is
ta
Ⅰ

T
su
jii
, 
th
e
 G
re
at
 P
ia
n
is
t(
8
6～

9
0)

災
害
と
障
害
者
支
援
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ

コ
ミ
ュ

英
Ⅱ

【
数
研
出
版
】

B
ig
 D
ip
p
er
Ⅱ

U
en
o
 T
ak
a
h
ir
o
(6
8
)

マ
ド
ン
ナ
が
行
っ
た
被
災
地
支
援
や
災
害
発
生
時
の
行
動
に
つ
い
て
紹
介
し
、
被
災

地
支
援
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

【
数
研
出
版
】
C
om

et
Ⅱ

W
in
 f
or
 O
ur
 N
at
io
n
(1
04
～
11
1)

ス
ポ
ー
ツ
が
国
に
も
た
ら
す
影
響
と
被
災
地
支
援
を
考
え
る
。

Ⅰ

コ
ミ
ュ

英
Ⅲ

【
数
研
出
版
】

B
ig
 D
ip
p
er
 
Ⅲ

M
an
n
er
s 
s
ti
ll 
m
a
tt
er
(6
0
)

ネ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
と
災
害
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ

【
啓
林
館
】

La
n
d
m
ar
k 
Ⅲ

B
lo
od
 i
s 
bl
oo
d(
23
)

赤
十
字
の
活
動
に
触
れ
、
被
災
と
救
護
活
動
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

英
語
表
現

Ⅰ

【
啓
林
館
】

V
is
io
n
 Q
ue
st
S
ta
n
d
a
rd

I
 h
e
ar
 y
ou
’v
e
 j
o
in
ed
 th
e 
so
cc
er
 t
ea
m
.(
2
3
)
ス
ポ
ー
ツ
（
サ
ッ
カ
ー
）
と
被
災
地
支
援
を
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

【
啓
林
館
】

V
is
io
n
 Q
u
e
st
C
o
re

シ
ド
ニ
ー
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
(3
7
)

海
外
で
の
災
害
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅱ

【
教
育
出
版
】

N
e
w
 O
n
e 
W
o
rl
d

P
h
o
to
s 
fr
o
m
 H
aw
ai
i(
60
)

ハ
ワ
イ
の
地
形
、
災
害
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ

英
語
表
現

Ⅱ

【
啓
林
館
】
V
is
io
n

Q
u
es
t E
xp
re
ss
io
n
Ⅱ

携
帯
電
話
は
便
利
だ
け
ど
(
52
)

ス
マ
ホ
と
災
害
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ

【
数
研
出
版
】
B
ig

D
ip
pe
r
E
xp
re
ss
io
n 
Ⅱ

I
n 
N
e
w
 O
r
le
an
s(
5
2～

53
)

ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
の
紹
介
と
水
害
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅰ

英
語
会
話

【
東
京
書
籍
】

H
e
llo
 t
h
er
e

M
y 
F
av
or
it
e 
M
us
ic
(
29
)

レ
デ
ィ
ー
・
ガ
ガ
が
行
っ
た
東
日
本
大
震
災
の
支
援
に
つ
い
て
触
れ
、
被
災
地
支
援

や
災
害
発
生
時
の
行
動
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅲ

【
啓
林
館
】
S
a
ili
ng

東
ア
ジ
ア
の
天
気
予
報
(
29
)

日
本
の
天
気
の
特
徴
及
び
自
然
災
害
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅱ

【
三
省
堂
】
S
el
e
ct

各
国
の
天
気
と
天
候
(3
7
)

日
本
の
天
気
の
特
徴
及
び
自
然
災
害
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅱ
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【
家
庭
】

科
目

教
科
書
名

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
家
庭
基
礎

【
東
京
書
籍
】

家
庭
基
礎

自
立
・
共
生
・
創
造

★
家
庭
生
活
と
地
域
・
福
祉
(
31
)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
と
の
共
助
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅲ
★
リ
ス
ク
と
自
助
・
共
助
・
公
助
(7
2
～
73
)

自
助
・
共
助
・
公
助
の
重
要
性
と
リ
ス
ク
に
備
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
。

Ⅲ
共
に
生
き
る
(
76
～
79
)

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
。

Ⅲ
食
の
安
全
性
の
確
保
(1
1
9)

東
日
本
大
震
災
以
後
の
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
基
準
値
設
定
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅰ
布
を
用
い
た
生
活
の
知
恵
(
14
8
～
1
4
9)

布
を
用
い
て
、
防
災
頭
巾
等
の
防
災
グ
ッ
ズ
を
作
っ
て
み
る
。

Ⅱ
Ⅲ

★
安
全
で
快
適
な
住
生
活
(1
58
～
1
59
)

住
生
活
に
お
け
る
自
然
災
害
へ
の
対
策
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅱ
岩
沼
「
み
ん
な
の
家
」
(
16
7
)

地
域
の
人々
が
再
び
つ
な
が
る
場
に
つ
い
て
知
る
。

Ⅲ
【
実
教
出
版
】

新
家
庭
基
礎

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

つ
く
る
未
来

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
(
68
)

阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅲ
住
生
活
を
つ
く
る
(1
51
)

防
火
壁
の
役
割
を
も
つ
「
う
だ
つ
」
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅰ
★
災
害
の
実
態
と
安
全
対
策
(
16
0
)

減
災
の
た
め
の
住
宅
内
外
で
の
対
策
を
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅱ

★
ま
ち
づ
く
り
(
16
4
～
1
6
5)

防
災
・
減
災
の
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
。

Ⅰ
★
災
害
へ
の
備
え
(
20
4～

2
05
)

わ
が
家
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
う
。

Ⅱ
Ⅲ

家
庭
総
合

【
東
京
書
籍
】

家
庭
総
合

自
立
・
共
生
・
創
造

コ
ラ
ム
「
津
波
の
語
り
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
(
78
)
津
波
の
語
り
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅲ
★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
(9
5
)

阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅲ
★
地
域
の
防
災
力
を
高
め
よ
う
(9
8
)

自
助
・
共
助
・
公
助
の
視
点
で
、
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
。

Ⅱ
Ⅲ

収
納
と
物
の
管
理
(2
26
)

地
震
に
対
し
て
、
住
居
内
で
で
き
る
対
策
を
考
え
る
。

Ⅱ
★
安
全
で
快
適
な
住
生
活
(2
30
)

様々
な
災
害
に
対
す
る
対
策
を
考
え
る
。

Ⅱ
★
住
居
の
維
持
と
管
理
(2
3
4)

減
災
の
た
め
の
住
居
の
点
検
・
整
備
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅱ
コ
ラ
ム
「
み
ん
な
の
家
」
(
24
5
)

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
。

Ⅱ
Ⅲ

【
実
教
出
版
】

新
家
庭
総
合

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

つ
く
る
未
来

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
(
76
)

阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅲ
住
生
活
を
つ
く
る
(1
79
)

防
火
壁
の
役
割
を
も
つ
「
う
だ
つ
」
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅰ
★
災
害
の
実
態
と
安
全
対
策
(
19
2
)

減
災
の
た
め
の
住
宅
内
外
で
の
対
策
を
考
え
る
。

Ⅰ
Ⅱ

★
災
害
へ
の
備
え
(
24
0～

2
41
)

わ
が
家
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
う
。

Ⅱ
Ⅲ

家
庭

「
防
災
意
識
を
高
め
る
災
害
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
」
（
愛
知
県
高
等
学
校
家
庭
科
研
究
会
平
成
２
８
年
４
月
発
行
）
の
活
用

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

【
情
報
】

科
目

教
科
書
名

単
元
名
(

)内
は
ペ
ー
ジ
数

防
災
学
習
へ
の
ヒ
ン
ト

柱
社
会
と

情
報

【
実
教
出
版
】

最
新
社
会
と
情
報
新
訂
版

情
報
化
の
光
(
8)

気
象
情
報
の
活
用
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅰ
表
現
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
(
14
)

災
害
時
に
役
立
つ
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅰ
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
(
16
)

災
害
時
に
は
ラ
ジ
オ
が
役
立
つ
こ
と
に
触
れ
る
。

Ⅰ
【
実
教
出
版
】

高
校
社
会
と
情
報
新
訂
版

メ
デ
ィ
ア
と
そ
の
特
徴
(
19
)

災
害
時
に
役
立
つ
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
触
れ
る
。

Ⅰ
★
緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム
(
51
)

緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
つ
い
て
学
ぶ
。

Ⅰ
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